
担当 ：個の芸 （不登校 に学／ぶ）

記録 者 ：豊 田 み ど り

午前 中 は 3 人の 親 に体験 を語 っ てい た だ きま した。

・ 当時 を振 り返 る と不登 校 を理解 で きな くで惜 しまれ る。

子 ど もは 「行 か な けれ ば な らない 」「け ど、行 け ない 」 とい う一 般 常 識 の とこ ろで苦 しみ 精神

状 態 が 悪 く、家 庭 内暴 力 で 荒 れ て い た 。「人が 自分 を ど う見 て い るの か ？」「怠 けて い るの で

は・ ・ ・ 」「責 め られ る の で は ・ ・ ・ 」 と思 っ て い た よ う だ 。

親 も 1 ～ 2 年 は頭 の 中が真 っ 白だ った。 親 が諦 めて きた ら子 どもの家 庭 内暴 力 が いつ の 間 にか

お さ ま っ て い た 。

・ 子 ど もの不 登 校 の理 由 は今 もって判 らない 。 親 は学校 信 仰 が強 か っ た。「子 ど もの 人生 だか ら」

と決 めて か ら楽 にな った。

・ 学校 対 応 で親 の 愛情 不足 だ とい われ た。 親 は 一生 懸命 に取 り組 ん で い るの に 自信 を無 くしてい

く。 親 の 会 で そ れ だ け で は な い と感 じ子 ど も を 見 る 目が 変 わ っ た 。 親 が 明 る く な る と子 ど も も

明 る く な っ て き た 。

・「生 きて い くに は い ろ い ろ な方 法 が あ る 」 と思 え ば 楽 に な る の で は 。

・ 学校 に関 す る情報 が 乏 しい。

・ 学校 は行 っ てい る子 を中心 に動 い てい る。
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質問 ：学習 面 で心 配 して い る。 学 習す る場 が あれ ば 良い な と思 ってい るが ・ ・ ？

答：子 ど もは その 時 は余裕 が な くて 聞 こ う と しな い。情 報 を与 えて も反 発 す る だけ。 本 人が 必

要 と な っ た ら始 め る 。

質問 ：進級 、 卒業 にあ た って文 章 を出 した事 につ い て・・ ・ ？

苔：ここ、 4 ～ 5 年 前 か ら学 校 長 の裁 量権 に任 され 、 出席 日数 確 保 の ため様 々 な方 策 が取 られ

て い る。文 章 もそ の一 つ で あ る。 子 どもの負担 に なっ てい な いか の配 慮 が必 要 で は。

学 校 に 対 す る 不 満 が 出 さ れ る と 「暗 い ！」 とい う意 見 も 出 さ れ 、 そ の こ と で マ イ ナ ス イ メ ー ジ

に受 け 取 られ る 方 もい ら っ しや っ た の で は な い で し ょ うか ？

午 後 は 3 人 の子 ども達 14～ 19才 に話 して い ただ きま した。

自己 紹介 の後 、何 時 頃か ら本格 的 に行 か な くな った か ？ お とな に対 して過 去 に意 見 表 明権 が

出来 た な ら言 い たい事 は ？ 学校 に行 か な くな っ た時、 親 との 関係 は ど うだ ったか ？ 等 の質 問 に

答え る形 で進 み ま した。

・ 仲 の 良か った友 人 か ら絶交 され た シ ョックか ら。

・ 転 居後 、 言葉 が 判 らな くて仲 間外 れ に されい じめ にあ った。 問 題児 扱 い され 、親 に病 院へ 連 れ

て行 か れ、入 院 させ られ そ うにな って不 登校 宣言 を し、 行 っ てい な い。

・ 幼 稚 園 の 頃 か ら先 生 の 言 う事 を 良 く聞 く人 だ っ た 。 し ん ど くな っ て 、 行 け な くな っ た 。

・ 友 達 に 「止 め て ！」 と言 い たか っ た。 親 に は学 歴 主義 を押 しつ け られて 「ふ ざけ んな ！」

・ 先生は言葉で話 さないで実力行使。（体罰） 「ふざけんな ！」

・ 親 は教育熱心。永い問、学校 に行 かない事 を言い続けて学校 をやめた。 5 ～ 6 年後、「学枝 に

行 か な くて も良 い 」 と言 っ た か と お も う と次 は 病 院 主 義 に な っ た 。

・ 親 は言 葉 に 出 して言 わ ないが 雰 囲気 で 自分 の こ とを判 って い ない と感 じる。時 々腹 が 立 っ て親

と や り合 う 。

・ 親 は周 りの人 に左 右 され やす い 。親 とは よ く喧嘩 をす る。

・ 自分 の経験 か ら不 登 校 は病 気 じゃない。 学校 に行 くこ とが全 て で は ない。 これか らの人 生が 大

切 ！

・ 閉 じ麓 も りで もい い じ ゃ な い か 。

・ 学校 は好 き じゃな い。必 要 な時 に行 け ば良 い。

質問 ：福 岡 で の フ リ ー ス ク ー ル 、 フ リー ス ペ ー ス は・ ・ ？

答：以 前 は親 と子 で運営 して い た フ リース ペ ース と個 人 で して い た オー プ ンハ ウスが あ っ た。

現 在 、「個 の会 」周 辺 で 集 まって い る所 で は個 人的 に 自宅 を開放 されて い る と ころが 1 ケ所 。

県 内には数箇所。
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質問 ：学 校 は ダ メ で 、 フ リ ー ス ペ ー ス も ダ メ 。 次 に ど こ か を 探 し て い る 子 に 良 い ア ドバ イ ス

は ・ ・ ・ ？

答：親 の会 で話 す 。原 稿 を書 く。遠 くへ行 って活 動 す る。 友達 が 欲 しい時 は、 私 で よけ れ ば。

質問 ：学校 って あ なた達 に とって何 もな らない の か・・ ・ ？

答：最 初 は行 きたい の に行 け ない と云 う状 態 だ った 。「行 か な くて良 い 」 と聞 いた 途端 、 行 き

たい と思 わな くなっ た。気 の合 う友 達 とい る方 が 楽 しい。今 の 学校 は与 え られ た勉 強。 学 ぶ

感 じが しな くて イヤ。 資格 を取 る ため に行 って い る。 自己 実現 の た めの学 校 。

そ の他 、 オー プ ニ ングの ビデ オ放 映 につ い ての 質 問が 出 され ま した が、 見 た 人が い な くて答 え

られ ませ ん で した 。

他 に も沢 山の 内容 の話 が 出 され ま したが ここで は ほ んの一 部 しか 紹 介 で きませ ん。少 しで も分

科会 の 様 子 が伝 わ りま し た で し ょ う か ・ ・ ？

今 回 の フ ォ ー ラ ム を機 に 子 ど もの サ ポ ー トネ ッ トワ ー クが 広 が る 事 を願 っ て い ま す 。

≪各地の世話人≫

★〔北九州〕 「学校 に行かない子 を支 える会」

★〔直 方 〕 「 ス ペ ー ス ・ ト トロ」

★〔佐 賀 〕 「み ち くさの 会」

★〔佐 賀 〕 「ペ ル ソナ」

≪「個の会」世話人≫

★村上 092－572 －2637

★滝 山 092 －844 －3671

田

田

賀

山

吉

佐

古

村

0 93－451－0098

0 9492 －6－3708

0 952－30 －9049

0 955－72－3519

（ 代表）★松岡 092－623 －3566

★竹内 0940 －43 －6801

★前川 092 －608 －0796

≪事 務 局≫

〒816 －080 5 春 日市千歳町 3 －22 村上方 092 －572 －26 37 （夜 8 時以降）
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報告 者 ：ハ 尋 ハ 郎 （弁護士）

記録 ：ハ 尋 麻 子（高校生）

参加者数 ：2 0 名

（内訳 大人 13 名、子ども7 名）

「 あ る少年事件 報道 と実情」

○報 告

報告者が、警察発表では事件 の全体像 は把握で きないことを指摘 した。

新聞記事 は「逮捕 された14歳の少年二人は、通学する中学校 の校庭 で、生活指導担当の男性教

諭（44） の顔 や 胸 な どを角材 で 殴 った りけ っ た り して 、 け が を させ た疑 い。 二 人 は容 疑 を認 め

「 厳 し く注 意 され るの で反 感 を持 っ て いた」 と話 して い る とい う。 二 人 は髪 の色 や服 装 、 喫煙 な

ど に つ い て 教 諭 か ら、 し ば し ば 注 意 され て い た と い う 。」 と い う もの だ っ た 。

報 告者 は、① 二 人 は 当 日、服 装・ 髪 型 を校 則 どお りに改 め 、20 日ぶ りに登 校 した の に、 保 護者

の誓約 書 を持 参 しな か った こ とを理 由 に追 い返 されて 反発 した こ と。 ②被 害 教 諭 は柔 道 4 段 で、

一人 を柔道 の 技 で投 げ飛 ば し、 も う一 人 を押 さえ込 ん だ こ と。 ⑨ そ こに P T A 役 員 が通 りが か っ

て教 諭 を制 止 し、P T A 役 員 会 で体 罰 問 題 を提 案 す る と言 っ た こ と。 ④ 校 長 が警 察 に通 報 し、 新

聞記 事 の とお り警 察発 表 が な され 、P T A 役 員 会 は流 れ た こ と。 以上 の 4 点 の事 実 が 報 道 され て

おれ ば事 件 の全 体像 は相 当 に ちが って くる こ とを述 べ た。

○討 論

①報 道 が 一方 的 で あ る こ とにつ い て、 ナ ゼか との問 いが あ り、 記者 が 反面 取材 を怠 った こ とに

加 えて、 現在 、 警 察 は少 年厳 罰 キ ャ ンペ ー ン中 であ る こ とが あ げ られ た。

②中学 生 の服 装 ・ 髪型 規 制 につ い て、 出席 した 中学 生 は、校 則 は守 るべ きだ し、 違反 者 に罰 を

与 えな い と守 って い る人 と不 公 平 に な る とい う意見 を述 べ た。 そ れ に対 して、服 装・ 髪 型 の 自

由 は権 利 だ か ら、本 来規 制 で きない こ と。 また ルー ル だ とい うの な ら、 少 な くとも民 主 主義 社

会 の ル ール は 「規 制 す る人」 で はな く 「規 制 され る人」 が 決 め な けれ ば な らない とい う意見 が

でた。

③体 罰 につ い て、 出席 した 中学 生 は、 自分 の親 も体 罰 をす るが、 愛情 が あ って の こ とだ と肯定

的 な意見 を述べ た 。 そ れ に対 して 、一 生 かか わって い く親 と僅 か 数年 しか かか わ らない教 員 と

で は話が ちが う、暴 力 を禁止 しない と女 と子 どもの 人権 はあ りえ ない な どの議 論 に なっ た。

④問題行 動 を起 こす少年 を学校 に留 め るか、 警察 に引 き渡す か につ い て、警察 に引 き渡す と戻 っ
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て来 た と きに もっ と荒 れ るこ と、 そ の よ うな少 年 を引留 め て共 生 で きる学 校 で は高校 受 験 な ど

に対応 で きな い こ とが 指摘 され た。 受験 に対 応 で きる 中学 が 『良 い』 の か、 高校 入 試 を廃 止す

れ ば良 いの だが ナ ゼ廃 止 され ないの か とい う議 論 にな った。

⑤戦後、高校入試が導入 された理 由は、高校不足 にあ り、高校が増設 されるまでの過渡的 な必

要 悪 とされ た。現 状 は、高 校 定員 を削減 して入 試 を創 出 して い る こ とを述 べ 、 国連 子 ど もの権

利 委員 会 の勧 告 に あ る 「過 度 に競 争 的 な教 育」 の 改善 が少 年 非 行対 策 と して も必 要 で あ る こ と

が 確認 され た。

「 少年法改正 について」

○報 告

報 告者 か ら、 必要 な こ とは、例えば 「過 度 に競 争 的 な教 育 」 の 改善 で あ っ て、厳 罰 で は ない と

して 、改 正法 案 の個 々の 問題 点 につ い て次 の とお り指 摘 した。

①法 案 は合 議 制 を採用 してお り、 一 人の 裁判 官 に よる 「懇 切 で な ごや か な」 審 判 が、 3 人 の裁

判 官が 並 ぶ威圧 的 な もの とな り、 また検 察官 の 審判 出席 と抗 告権 を認 め、少 年 審判 が 検 察官 の

意 の ま まに厳 罰化 す る危 険 が あ り、

②国選付添人制度 は、成人には10 0％の国選弁護人が保障 されているなかで、検察官が審判 出

席 した事 件 だ け に国選 付 添 人が 選任 され る にす ぎない ので 、憲 法・ 子 どもの権 利 条約 が 保 障す

る権 利 を制 限 した もの にす ぎず 、

⑨観 護措 置期 間す なわ ち審判 終 了 までの鑑 別所 収 容期 間 につ い て、 これ まで の最 長 4 週 間 を12

週 間 まで延 長す るが、 3 ケ月 に及 ぶ身柄 拘 束 は、 中学生 の 高校 進 学 の途 を閉 ざ し、高 校 生 の退

学 を招 き、有 職 少年 を失 業 させ 、立 ち直 りを阻害 す る こ とが述 べ られ た。
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○討 論

学校 ・ 地域 ・家 庭 が 、今 だけ楽 しけれ ば良 い、 自分 以 外 は 関係 な い とい う風 潮 の なか で、子 ど

もの存 在 の透 明化 が 進 ん でい る。学 校・ 地 域・ 家 庭 は再 建 で きるの か、再 建 で きない の な ら厳 罰

はや む を えない の で はな いか 。厳 罰 化 す れ ば良 くなるの か 、状 況 の悪 化 を加 速 す るだ け で はな い

のか。 子 ど もか らはル ー ル違 反 は お とな も同 じ、 自分 は ダメ だ と思 って い る友達 が 多 い、 子 ど も

をバ カ に して な ん で も ダ メ だ とい う先 生 が い る 、 学 校 は楽 し くな い 、

自分 は家 族 の役 に立 って い ない等 の子 ど もの ス トレス状 況 が語 られ、

だと さ れ た 。

参考文献 ：不登校新聞、

とに か く ゆ っ く り 眠 り た い 、

これ らの改善が緊急の課題

少年 法 と子 ど もの 人権・ 津 田玄児 著・ 明石 書 店1600円

関係 団体 ：子 どもの権利福 岡研究会 「子 どもの役 に立つ少年法」刊行中

〒810 －0073 福 岡市中央 区舞鶴 3 － 2 － 4 八尋八郎法律事務所内

j 2



司会 者 ：横 山 孝 雄

（福岡・社会教育研究会、福岡市城南市民センター）

記録 者 ：楠 窪 マ ス 三

（福岡・社会教育研究会、福岡市花畑公民館）

参加 者 ：計4 4 人

（内 訳 子 ど も 14人 、 お と な30人 ）

事例報告者

① 私 た ち の ま ちの ア ー ト・ ワ ー ク シ ョ ップ の と り くみ

荒 木 風 見 子 （福岡市東部はこざき子ども劇場）

② 公 民 館 をベ ー ス に 、 子 ど も 、 青 年 、 お と な が 共 に 生 きて い け る 地 域 を

木 戸 健 二 （ウハウハ長尾世話人・福岡市城両区）

③ 公 園 づ く り を子 ど も 参 加 の ワ ー ク シ ョ ップ で

片 岡 猛 （大野城市教育委員会社会教育課長）

④「ハ ー トラ ン ドは ち ま ん議 会 ジ ュニ ア 」 の 活 動 か ら

山 本 克 彦 （生涯学習研究所S O U P 代表）

子ど もを主 体 と した地 域 づ く りをす す め る様 々 な事 例報 告

「は こ ざ き子 ど も劇 場 」 で は、 子 ど もの 集 団づ く り・ 仲 間 意 識 を育 て る た め の ア ー トワ ー ク シ ョ ッ

プの取 り組 み か ら、活 動 を支 え る親 の サ ポー トの必要 性 を感 じ、 自分 た ちの住 ん で い る まち を知

り、 ま ち づ く りへ つ な が っ て い っ た こ とが 報 告 さ れ ま した 。

「ウハ ウハ 長尾 」 か らは、 長 尾 公民 館 で 実 施 して きた 子 ど もキ ャ ン プか ら出発 し、 子 どもた ち

が生 き生 き暮 らせ る 地 域 づ く り、 ふ る さ とづ く り を テ ー マ に した 様 々 な 自然 活 動 か ら子 ど もた ち

が育 って い く姿 が報 告 され ま した。

大野 城 市 の 片 岡 さんか らは、「ゆ と り と遊 び の広 場 づ く り」 を テー マ に、 子 ど もが 参 加 して子

どもが 遊べ る公 園づ く りに取 り組 んだ報 告 で した。行 政 が積 極 的 に子 どもの声 を生 か して公 園づ

く りを 実 現 して い こ う とす る 、 こ れ か らの 行 政 の 新 しい あ り方 を提 起 す る もの に な り ま した 。

「ハ ー トラ ン ドは ち ま ん議 会 ジュ ニ ア」 の活 動 は、 ビデ オ視 聴 で 、子 ど も議 員 た ちが 遊 び場 づ

く りを ワー ク シ ョ ップ で作 成 した プ ラ ンに基 づ い て、 複 数 の業 者 が具体 的 な企画 案 を作 成 し、 そ

の説 明 を受 けて子 ど もた ちが投 票 し、 建 設業 者 を決 定 して い く様 子 に会場 の参加 者 は うな る こ と

しき り で し た 。
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子ど も とお とな の新 しい 関係 で ま ちづ くりを、 子 ど もた ちが 横極 的 に議 論

事例 報 告 後 は、 子 ど もの 実践 報告 を子 ど もた ち 自らの声 で語 って も らお うと、 川崎 市 ・ 子 ど も

夢共和 国 の 「障 害者 の視 点 で 地域 調 査 」「身近 な公園 の ゴ ミ拾 い 」 な ど、 まちづ くりの活 動 が 報

告され ま した 。そ の後 高 校 生 の進 行 で、「 自分 た ちの まちの い い ところ、 気 に な るいや な ところ」

をテー マ に、子 どもた ちの 意見 交流 が進 め られ 、子 ど もた ちみ ん なが発 言 しま した。 お とな た ち

も引 き続 き琴 言 しま したが 、環 境 の危機 が 叫 ば れ る今 、 子 ど もた ちはそ の危 機 をス トレー トに鋭

く感 じ取 っ て い ま した 。

「 ま ち づ く り は お と な だ け で な く、 ま た 、 子 ど もだ け で な く、 お と な も子 ど も も一 緒 に発 言 し

話し合 っ て い く こ とが 大 切 じ ゃ な い か 」 との 子 ど もの 意 見 に お と な た ち は 驚 き と と も に う な ず く

こ と し き り。 そ れ は 子 ど も とお とな の 新 しい 関 係 で まち づ く りをす す め て い こ う、 と の提 案 で あ っ

たに ち が い あ り ませ ん 。

まちづ く りに は、環 境・ 空 間 が大 切 を要 素 です が、 人 間関係 も大切 な要素 で す。 仲 間が い る、

安心 して話 せ る居 場 所 が あ る、 また、 子 ど もとお となのパ ー トナー と して の関 係づ く りも大切 で

す。 お となが どん な役 割 を果 た してい け ばお とな と子 どもの いい 関係 が 生 まれ る か考 えてい くこ

とが 大 切 で あ る と の 声 も出 され ま し た 。

分科会の企画・運営 を子 どもたちの手で

私 た ち お と な は 、 これ ま で 子 ど もの 成 長 を思 い 、 様 々 な発 言 も し活 動 もお こ な っ て き ま した が 、

それだ け で は不 十分 だ ったの です 。 まちづ くりの あ り方 に、 子 ど も自身が 直接 発 言 し行 動 してい

くこ と が 実 現 さ れ な け れ ば な ら な い し、 子 ど もの 意見 表 明 権 の 実 現 と は 、 そ の よ う な こ とが 日 々

実現 さ れ て い る とい う こ と で し ょ う 。 そ の な か で 子 ど も とお と な の パ ー トナ ー シ ッ プ の あ り方 も

深め られ てい くに ちが い あ りませ ん。 来年 は会 の 企画段 階 か ら子 どもた ちが運 営 してい くこ と を

目 才旨 し て い き ま し よ う 。
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担当 ：吉 野 あ か ね （地球共壱の会・ふくおか）

報告 者 ：角 正 信 （福岡Y M C A ）

ジ リ ア ・ トー ト （ハンガ リー出身中学3 年生）

モ ク レス・ラフマン （バンクラデ ィッシュ出身高校教員）

森 田 紗 代 子 （高校3 年生）

コー デ ィネ ー タ ：

大 木 松 子 （バンクラデ ィッシュと手をつなぐ会）

記録 ：吉 野 あかね

第 6 分科会で は、地球上 に住 む人々の様々な生 き方や、多様な価値観 に触 れ、学び、考 え、行

動す る、参 加 型学 習 を 目指 して、 プ ログ ラム を構 成 した。 4 人 の報 告者 はお とな 2 人 、子 ど も 2

人と し、 また、 国籍 に関 して も外 国 人 2 人 、 日本 人 2 人 とバ ラ ンス を もたせ た 。報 告者 の話 を受

け身 的 に聞 くの を避 け るため 、途 中で 「ちが いの ちが い」 とい う活 動 を取 り入 れ、 グル ー プの話

しあ い を もっ た。参 加者 は、 お とな31名 と子 ど も3 5名 の合 計 66名 であ った。

午前 中の 第 一部 は、福 岡 Y M C A の角 さん が ア ジ アの子 ど も現 状 につ い て報 告 され た。 主 な 内

容は

＊地 球 上 の子 ど も達 の い ろい ろ。 ユ ニ セ フ統 計 に よる豊 か さ貧 しさ。

＊イ ン ドの カ ー ス ト制 度 と差 別 さ れ る ダ リ ッ ト （不 可 触 民 ）

＊ イ ン ドの ダ リ ッ トの 村 に あ る 身 障 児 施 設 の 様 子 を ス ラ イ ドで 紹 介 。

＊世 界 中 に貧 困や 差別 で厳 しい生 活 を して い る仲 間が い る こ と を覚 えて お こ う。
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次に 、 ハ ン ガ リ ー 出 身 で 日本 に 10年 近 く住 ん で い る 中 学 生 ジ リ ア・ トー トさ ん が 話 を し た 。

＊ハ ン ガ リ ー と い う 国 につ い て

＊日本 に来 て感 じた違 い につ い て

卜 番 嫌 だ った こ とは 「外 人」 と呼 ばれ る こ と。 白人 ＝ア メ リカ人 で は ない）

＊不 登 校 の子 ど もに は家 庭 教 師 をつ け て家 で勉 強す るこ ともで きる

二人 の報 告 者 の 話 が終 わ っ た とこ ろで 、「ちが い のちが い」 とい う活動 を した。 これ に は 、 オ リ

ジナ ル の 内容 が あ る のだ が 、今 回の 分科 会 の テー マ に合 わせ て 、「地 球共 育 の 会・ ふ くお か」 の

メンバ ー達 が作 っ た 内容 を中心 に行 った。「ち が いの ちが い」 とは10通 りの事 例 を読 んで 、 そ れ

ぞれ 「あ っ て も い い ち が い 」「あ っ て は な ら な い ちが い 」「 ど ち ら と も い え な い 」 を判 断 し て 、

「 O J 「 ×」「△ 」 で 表 す 。 まず 個 人 で 考 えて 、 そ の後 グ ル ー プで話 し合 った。 10の事 例 の 内容 を

少し紹 介 す る と、

○ タ イ の 国 境 近 く に 住 む カ ンボ ジ ア の メ ン ア ン くん は 、 地 雷 が 埋 ま っ て い る の で 自 由 に 空 き地

で ボー ル遊 びが で きな いが 、 日本 の り ょう くん は地雷 の心 配 はな いの で好 きな空 き地 で 遊ぶ

こ とが で き る。

○ マ レー シ ア の イ ス ラ ム 教 徒 で あ る ハ ス ブ ラ く ん は豚 肉 を 食 べ な い が 、 日本 の え り さ ん は 、 イ

ス ラム教徒 で は ない の で、豚 肉 を食 べ る。

○民 族学 校 で学 ぶ 在 日韓 国人 の キ ム さん は 日本 の 国立大 学 に入 学 で きないが 、 日本 の高校 生 で

あ る 田 中 さ ん は オ ー ス トラ リ ア の 大 学 に入 学 で きる 。

これ らの事 例 を下 に午 前 中 話 しあい を し、 お昼 ご飯 を終 え午 後 か らこの 続 きを行 った。「あ っ て

もい い ち が い 」「あ っ て は な ら な い ち が い 」 と は ど う い う も の か を 参 加 者 に 考 え て も ら っ た の だ

が、休 みが入 って しま った ので 、期 待 された ほ ど意見 が でて きに くか った。 せ っか くグル ープ で

の話 しあいが 盛 り上 が った ところで、休 憩 にな って しまった とい う時 間配分 の考慮 をコー デ ィネー

タの 反省 点 と して あ げた い。
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ち なみ に、「あ って もい い ちが い」 とは個 人 の好 み、 文化 、 習慣 に よ る もの。「あ っ て はな らな

いちが い」 とは命 に関 わ る こ と、 基本 的 人権 にか か わ る こ とな どで あ る。

午 後 の 報 告 者 の 一 人 目 と して 、 バ ン グ ラ デ ィ ッ シ ュ 出 身 の モ ク レス ・ ラ フ マ ン さ ん に お 話 し し

てい た だい た。 ラ フマ ン さん は現在 福 岡で 高校 教 師 をな さ って お り、 地 元 の N G O であ る 「バ ン

グラ デ ィ ッ シ ュ と手 をつ な ぐ会 」 で も活 動 な さ っ て い る。 主 な 内 容 は

＊バ ング ラ デ ィ ッ シ ュ の 様 子 を ス ラ イ ドで 紹 介

＊イ メー ジ・先 入 観 だ けで物 を見 る こ との危 険性 につ い て

＊子 ど もた ちへ の メ ッセ ー ジ ：習 った こ とや、 得 た情 報 を ち ゃ ん と 自分 で確 か め て ほ しい。

自分 の頭 で 考 えて ほ しい。

二 人 目の報告 者 と して、高校 3 年生 の森 田紗 代子 さんが 、福 岡 の N G O 主催 の ス タデ ィー ツ アー

で彼 女 が 訪 れ た ア フ リカの様 子 や人 々 につ い て語 っ て もらっ た。

＊ ス タ デ ィー ツ ア ー で 行 っ た ケ ニ ヤ 、 ル ワ ン ダ の 様 子

＊ ス タ デ ィー ツ ア ー に参 加 して 、 色 々 な 人 の 考 え を 知 る こ とが で きた こ と。 自分 の 目 的 意 識 が

は っ き り し た 。

＊ 日本 で 当 た り前 と思 っ て い る こ と も決 して 当 た り前 で は な い 、 とい う こ と に気 づ い た 。

最 後 に 、「 こ ん な 地 球 に な っ た ら い い な 」 と い う メ ー ツ セ ー ジ を 一 人 ひ と りが 紙 に 書 き、 地 球

に見 立 て た青 い 大 きな紙 の上 に貼 り、地 球 を埋 めた 。寄 せ られ た、参 加 者 の メー ツセー ジを紹介

する と

＊国 に よって違 いが あ るのはい け ない こ とだ と思 ってい たけ ど、み ん なの話 を聞 いて文化 によっ

て 違 い が あ る の は 当 然 。 そ し て 、 そ れ を 認 め よ う と思 え る よ う に な り ま した 。
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＊これか ら も色 々 な 国の 人や 文化

と出会 っ てい きたい 。 0 0 の 人

は 0 0 と決 めつ け る の で は な く、

豊か に出会 って い きた い。 そ し

て新 たな 自分 を発 見 したい です。

＊世 界 中の みん な がい ろん な国 の

文 化 を 認 め られ る よ う に した い

です。

＊「生 き る」 とい う こ とが 最 も尊 重

され る よ う に な れ ば い い と思 う。

角

さ

ん

と

参

加

者

＊地球 上 の全 て の生 物 の権 利 が 守 られ る社 会 に な ります よ うに・・ ・

＊国境 も、差 別 も、宗 教 もな い、 人 々が 自由 に生 きられ る世 界 に。

4 人 の報 告者 の 発 表 に加 え、 参加 型 学 習 の手 法 を取 り入 れ た欲 張 りな内容 に なっ て しまった の

で、消 化 不 良気 味 の と ころ もあ った。 が 、最 後 の参 加者 の メ ッセー ジを読 む と、 この分科 会 が 目

指して い た テー マが 、押 しつ け で な く一 人 ひ と りが 自分 な りに、 分科 会 全体 の 内容 を理解 され て

いる よ う に 感 じ ら れ た 。 子 ど も達 の 参 加 が 多 く、 積 極 的 に 参 加 して も ら え て こ と も嬉 しか っ た 。

この分 科 会 で の学 び を きっ か け に、 自分 とは違 う状 況 に生 きる人 々の こ とを を思 い や れ る心 を

もって も らえれ ば と思 う。外 国人 で あ る とか、 日本 人 で あ る とか 、年 齢 、性 別 、文化 、 習慣 な ど

の表 面 的 な 「違 い」 や 「枠 」 を越 え、 お 互 い の違 い を認 め、 尊 重 しあ って ほ しい 。 さ らに、「ち

がう」 と思 え る 人 と も、 人 間 と して の 同 質 性 に 気 づ き、 共 感 で き る よ う に な る こ と も期 待 した い 。

他人 と意 見 や 感 じ方 が違 って も、 自分 を肯 定 的 に表 現 で きる よ うな子 ど もが将 来増 え るこ とが 、

子どもの権 利 を確 立 す る ため に も大切 な こ とで は ない だ ろ うか。

バ ング ラ デ ィ ッ シ ュ の カ ラム デ ィ村 を中 心 と

して教育 と医療の分野 で交流や援助 をしてい ま

す。毎年夏 にはカラム ディ村 を訪問 、冬にはス

タデ ィ ツ アー を実 施 し て い ま す。

連絡先 ：大 木 松 子
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担当 ：子 どもの権利条約ネ ッ トワーク

報告 ：平 野 裕 二

記録 ：喜 多 明 人

子 どもの権利 条 約 は、 これ を批准 した 国 に対 して 、条 約 を どの よ うに実施 し、効 果 をあ げた か

につ い て報 告す る こ と を義 務付 け て い ます （44条）。 日本 政府 は、 19 96年 5 月 末 に 第一 回 の 報告

書を提 出 しま した。 この政 府報 告 書 や N G O か ら提 出 され た報 告 書 を基 に して条 約 実 施 の監 視機

関で あ る子 どもの権 利委 員 会が 日本 の子 ど もの現 実 につ いて 1998年 5 月 27～ 28 日に審 査 し、 日本

政府 に対 して22項 目に渡 る勧 告 を したの で す。

分科 会 で は、 平野 祐 二氏 か ら報 告 を受 けて、 この勧 告 を含 む 「総括 所 見」 を 日本 の社会 で どう

いか してい くか 、 につ い て活発 な論 議が 展 開 され ま した。 と くに この勧 告 をいか してい くため に

必要 な こ とは何 か 、 につ い て議論 しま した が、 政府 レベ ルで の検 証作 業 とは別 に、市 民 レベ ルで

の検 証 と議 論 が 欠 かせ ない こ と、 政府 、 自治体 、N G O ・ N P O が相 互 に ネ ッ トワ ー ク を取 り、 協

力して い くこ とが 必要 で あ る こ とを確 認 し合 い ま した。 また教 育 問 題 の解 決 な ど実践 の場 で もこ

の勧 告 を生 か して い く方 向性 につ い て も議 論 され ま した。
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